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市立大洲病院の理念

患者様に信頼される良質で安全・安心な医療を提供し、地域社会に貢献します。

市立大洲病院公式ホームページ  http://www.ozuch.jp/
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
を
展
望
す
れ
ば
、
病
床
の
機
能
分
化
・
地
域
連
携
、
在
宅
医
療
・
介

護
の
推
進
、
医
師
・
看
護
師
等
の
医
療
従
事
者
の
確
保
・
勤
務
環
境
の
改
善
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
い
っ
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
改
革
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
国
で
は
、「
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
」
を
制
定
し
、
都
道
府
県
の
医
療

計
画
の
中
で
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
愛
媛
県
に

お
い
て
も
、
地
域
の
医
療
需
要
の
将
来
推
計
や
二
次
医
療
圏
ご
と
の
各
医
療
機
能
の
将

来
の
必
要
量
を
含
め
、
そ
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
療
提
供
体
制

の
姿
を
描
い
た
地
域
医
療
構
想
を
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
医
療
環
境
の
中
、
地
域
に
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
公

立
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
本
年
も
救
急
医
療
の
提
供
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実
強
化
、
チ
ー
ム
医
療
や
病
病
・
病
診
連
携
の
促
進
な
ど
地
域
医
療

の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
現
在
策
定
中
で
あ
り
ま
す
健
全
な
病
院
経

営
の
た
め
の
「
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
病
院
改
革
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
と
し
て
、
大
洲
・
喜
多
医
療

圏
域
の
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
環
境
実
現
の
一
環
と
し
て
病
・
病
連

携
、
病
・
診
連
携
を
行
う
た
め
の
、
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

５
月
頃
に
は
喜
多
医
師
会
病
院
と
の
運
用
開
始
が
で
き
る
計
画
で
進
め
て
お
り
、
順
次

圏
域
内
の
二
次
救
急
病
院
、
診
療
所
等
の
参
加
に
よ
り
患
者
様
情
報
の
共
有
化
拡
充
が

図
ら
れ
、
患
者
様
負
担
の
軽
減
、
提
供
す
る
医
療
の
安
全
確
保
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
も
地
域
住
民
の
皆
様
に
安
全
で
安
心
な
医
療
の
提
供
に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
並
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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年初のごあいさつ
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診療科の紹介　整　形　外　科
　昨年６月より市立大洲病院整形外科に赴任し
た堀内です。今回は当院整形外科の紹介ととも
に私自身の自己紹介をさせていただきます。
　Ｈ25年度国民生活基礎調査での健康状況調査
では「腰痛」「肩こり」「手足の関節痛」が上位
５位症状に入ると報告されており、当科にもこ
れらの症状を呈する患者さんが多数来院されま
す。特に膝関節の変形による膝関節痛を呈する
患者（変形性膝関節症）さんが通院される割合
は多いのですが、このような病気に対しては投薬・装具・関節注射などの保存的治療ばかりでなく、手
術による治療（人工関節置換術および骨切り術など）も行っています（写真１，２）。また、当院は月曜日・
火曜日の救急当番病院でもあり、骨折などの外
傷の患者さんも搬送されます。これらの患者さ
んにもできるだけ早期の治療を行い、早く日常
生活動作が獲得できるようにリハビリテーショ
ンよる治療を行っています。
　ここから私の自己紹介をさせていただきま
す。私は当院に赴任する前は愛媛大学附属病院
脊椎センターに所属し、整形外科医であります
が、主に背骨を専門とする診療に従事していま
した。ご存知のように背骨は体の中心にあり、
これが変形してくると、立ったり、歩いたりす

ることが難しくなってきます。また、背骨は頭から手足のほ
うに走る神経を保護する組織でもあります。背骨の変形によ
り神経が圧迫され、手足の痛み、しびれ、麻痺などが起こり
ます。これらの背骨の病気に対し、大学では手術をふくめた
治療を行ってきました。当科でも背骨の病気に対し投薬・装
具などの保存的治療も行っていますが、症状の改善が得られ
ない場合には手術による治療も行っています。もし何か背骨
の病気でお困りのようでしたら、当科に受診していただけれ
ばと思います。
　今後も地域に根差した中核病院としての役割を果たせるよ
う努力していきますのでよろしくお願いします。

堀　内　医師 田　口　医師

（写真１）手術風景

（写真２）人工膝関節置換術
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非 常 時 に 備 え て
　大洲病院では、昨年11月と12月に、南海トラフ地震や火災などの
非常時に、ご自分で歩けない患者様を、職員が避難器具などを使っ
て下の階まで搬送する訓練を実施しました。
　訓練では、参加した職員が、階段昇降機などの特殊器具や身近に
ある布団などを利用した４つの方法で、かわるがわる搬送役と患者
役を体験し、運ばれる側の気持ちも理解し、そのことを搬送時に活
かせるような訓練にしました。
　機材によって、また階段もまっすぐな階段と回りながら下りてゆ
く階段では要領が違いますが、最初手間取っていた職員も、徐々に
慣れてくると要領よく搬送できるようになりました。
最後には、全員で訓練のふりかえりを行い次の訓練とあってはなら
ない本番に備えることとしました。次回は、２月に大規模な災害訓
練を実施する予定です。

リハビリ通信
～シリーズ⑧～ 冬の転倒防止

寒さで筋肉が固くなり体が動かしづら
くなってしまうと、小さな段差等でも
躓いてしまうことがあります。それに
加えて、冬場はどうしても厚着となっ
てしまいます。着込みすぎて動きが鈍
くなる事や、靴下を履いて足元が滑り
やすくなる事でも転倒のリスクは高ま
ります。また、冬場の室内環境は転倒
しやすい条件が揃っており、カーペッ
トの角や暖房器具のコードに躓く事も
あります。
転倒の予防として立ち上がる前に足を
動かし、立ち上がってもすぐに歩き出
さない事です。その場で足踏みをし、
体を順応させる事が重要となります。
また慣れた自宅だと思い注意を欠か
ず、足元に転倒するような物はないか
確かめながら歩く事も転倒のリスクを
低下させます。

ヒートショックとは急激な温度変化に
よって血圧や脈拍が影響を受け、脳卒
中や心筋梗塞のリスクが高まる現象の
事です。ヒートショックは温かい部屋
から気温の低い廊下やトイレ、浴室等
へ移動することでも起こります。
予防のためには各部屋の温度差を出来
るだけ少なくすることがポイントで
す。また気温の低い場所へ移動する前
には軽くストレッチ等をして、血液の
循環を良くし体を温めておくと温度変
化による刺激を和らげることができま
す。

脱水は冬場のほうが起こしやすい条件
が整っています。空気が乾燥し、体の
水分が奪われやすくなりますが、さら
に暖房器具の利用やお風呂での長湯に
よってゆっくりと脱水が進行していき
ます。脱水状態になると眩暈やふらつ
きが起こりやすく、転倒につながる
ケースがあります。
脱水とは本人に自覚が無い場合が多い
ので、普段からこまめに水分補給をし、
運動前には必ず水分を摂りましょう。
また、皮膚からの水分の蒸散を抑える
ために加湿器の使用や、経口補水液に
よる効果的な水分補給等脱水予防を心
掛けて下さい。

寒気厳しい日が続きますが冬場の事故として注意しなくてはな
らない事、その対処法をご紹介します。

転　　倒 ヒートショック 脱　　水

一番シンプルなレスキューシート

布団もこういう風に使えます

全員参加の反省会の様子

簡
易
担
架
で
す

座
っ
た
ま
ま
で
階
段
を
下
り
る
階
段
昇
降
機
で
す
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診療科／曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内 科

１　診 谷　口 谷　口 谷　口 谷　口 谷　口

２　診 中　西 中　西 休　診 中　西 休　診

３　診 有　光 土居裕 今　峰 土居裕 今　峰

４　診 休　診 休　診 徳本or小泉 休　診 小　幡

神 経 内 科 １　診 休　診 休　診 休　診 多田（月２回） 休　診

外 科
１　診 李 李 手術日

（予約のみ）
李 土居崇

２　診 土居崇 土居崇 土居崇 李

整 形 外 科
※�初診の診療開始

は午前10時30分

初　診 堀　内 堀　内 田　口 手術日
（予約のみ）

田　口

再　診 田　口 田　口 堀　内 堀　内

泌 尿 器 科
※７

１　診 佐藤武 佐藤武 佐藤武 佐藤武 佐藤武

２　診 佐藤秀 佐藤秀 佐藤秀 原 佐藤秀
眼 科
※受付は午前10時まで

１　診 休　診 愛大医師 休　診 愛大医師 愛大医師

耳鼻咽喉科 １　診 山　田 休　診 西　田 休　診 上　甲

皮 膚 科 １　診 休　診 増　田 休　診 増　永 休　診

診 療 体 制 の お 知 ら せ

※１　診療受付時間は、午前８時15分から午前11時30分までです。
※２　緊急手術等により受付時間を繰り上げる場合があります。
※３　休診日は、土曜、日曜、祝日および年末年始です。
※４　担当医師の変更、休診の場合がありますので、事前に電話でお問い合わせください。
※５　内科の水曜日４診は、第２・第４が徳本医師、第１・第３・第５が小泉医師となります。
※６　神経内科の木曜日診療は、月２回のみの診察となります。
※７　泌尿器科の診療時間は透析･入院患者様対応のため、１診は９時45分、２診は10時45分からの診療開始とな
　　　ります。

市立大洲病院　☎0893－24－2151

　去る11月20日に大洲市総合福祉センター２階調理室に
て「糖尿病食調理実習」を給食委託会社AIMサービス㈱
の協力を得て開催いたしました。
　参加者一同熱心に取り組んでおられ有意義な時間を過
ごすことができました。

　体験後のアンケートでは「目先の変わった料理で楽し
かった」「味を覚えるのにとてもよかった。」等のご意見
をいただいて実習を終えることが出来、また糖尿病の意
識向上につながったと思います。皆様の次回の実習への
参加をお待ちしてます。

救急病院適正利用のお願い
　当地域の救急医療は、休日夜間急患センター
(初期救急)と二次救急医療機関で実施していま
すが、救急機関を利用される軽症患者の増加は、
スタッフの負担が増大し、最終的には地域の救
急医療体制の崩壊につながる危険性を包含して
います。
　当地域の救急医療体制を皆さまで守るため、
｢かかりつけ医で診療時間内に受診する｣｢軽症等
の場合は休日夜間急患センターを利用する｣など
救急病院の適正な利用をお願いいたします。

◆大洲喜多休日夜間急患センター
　平日・土曜　午後８時～ 11時
　日曜・祝日　午前９時～午後６時　

☎23－1156

糖尿病食調理実習
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